
3 月号
　昨年３月から建設が進められていた、平生小学校の新
校舎が２月に完成し、児童たちは新しい校舎での学校生
活をスタートしました。
　６年生は卒業まであとわずか。限られた時間の中で新
校舎での思い出をしっかりつくってください。（ P２～
３に関連記事）

新校舎での学校生活スタート！

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■新校舎が完成～平生小学校～（Ｐ２～３）
■山口県議会議員一般選挙（Ｐ４）
■国民健康保険の制度について（Ｐ５）
■町長室の窓（Ｐ７）
■まちの話題（Ｐ８〜９）
■情報伝言板（Ｐ14〜15）

主な内容
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新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
で
す
が
、
内
部
の
床
や
建
具
な

ど
の
仕
上
げ
部
材
と
し
て
木
材
が

多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
校
舎
内

は
木
の
香
り
が
漂
う
ぬ
く
も
り
の

あ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ

ウ
ン
ジ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で

き
る
廊
下
を
は
じ
め
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
開
放
的
な
雰
囲
気
も
特
徴

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

普
通
教
室
の
約
１・
５
倍
の
広

さ
で
学
年
集
会
な
ど
に
も
利
用
で
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新
校
舎
が
完
成

き
る
特
別
活
動
室
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
を
考
慮
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

多
目
的
ト
イ
レ
（
だ
れ
で
も
ト
イ

レ
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
校
舎
南
向
き
の
屋
根
に
は
太
陽

光
パ
ネ
ル
、
一
階
入
口
付
近
に
発

電
量
を
表
示
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
設

置
し
て
お
り
、
児
童
た
ち
へ
の
環

境
教
育
へ
の
活
用
や
、
電
力
需
要

を
削
減
で
き
る
こ
と
か
ら
地
球
環

境
の
保
全
に
も
貢
献
す
る
も
の
で

す
。

～
平
生
小
学
校
～

建 設 概 要

●総 事 業 費　６億7,965万3,570円
●本体工事費　５億3,209万6,320円
　（大田教育文化基金5,000万円が財源と
　して使われています。）
●構　造　鉄筋コンクリート造２階建
●床面積　１階　1,310.38㎡
　　　　　２階　1,355.70㎡
　　　　　  計 　2,666.08㎡
●諸　室　普通教室　13室
　　　　　特別支援教室　２室
　　　　　特別活動室　１室
　　　　　理科室　１室
　　　　　ラウンジ
●設　備　太陽光発電　20kw
　　　　　エレベーター　15人用
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プール

体育館 グラウンド

正門
新校舎

特別活動室
　可動式の間仕切りで２部屋としても
利用可能

ラウンジ（１階）
　廊下を兼ねた開放的な空間。波打ち
際をイメージした天井の曲線が特徴的

ラウンジ（２階）
　勾配天井を採用し、開放的でリラッ
クスできる空間

特別支援教室
　可動式の間仕切りと畳スペースを備
え、多様な状況に対応可能　

多目的トイレ（だれでもトイレ）
　オストメイト、ベビーチェアを設置
し、車いすの出入りも可能

太陽光発電
△南側の屋根に一体型太陽光パネルを使用

▽発電量を１階のモニターで確認

テラス

教室

教室

教室

教室

教室

教室

ラ
ウ
ン
ジ

ラ
ウ
ン
ジ

EV

特別
活動室 出入口

出入口

▲

多
目
的
ト
イ
レ

太
陽
光
モ
ニ
タ
ー
●

教室

教室

教室

教室

教室

教室

理科室

教室

ラ
ウ
ン
ジ

ラ
ウ
ン
ジ

EV

特別支援
教室

特別支援
教室

▲多目的トイレ

１階 ２階
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　山口県議会議員の任期満了（平成 23 年４月 29 日）に伴い、次の日程で選挙が行われます。

● 告　示　日　４月 １ 日㈮
● 投票の日時　４月 10 日㈰ 午前７時～午後８時（佐合投票所は午後４時まで）
　　　　　　　　　 ※投票終了時に 30 秒間サイレンを鳴らします。

● 開票の日時　４月 10 日㈰ 午後９時～（場所：町武道館）

４月 10日㈰ 山口県議会議員一般選挙

　投票できる人（選挙人名簿登録者）
平成３年４月 11 日までに生まれた人で、平成 22

年 12 月 31 日までに平生町に住民登録し、引き続き
町内に住所がある人
◆町外に転出した場合
・４月１日㈮までに県外に転出した人は投票できま

せん。
・４月２日㈯以降に県外に転出する人は、転出する

前であれば投票することができます。
・県内の他市町に転出した後に投票を行う場合（住

所移転は１回に限られます。）、本町で投票できま
す。その場合、本町または転出先の市町が発行す
る「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」が
必要となります。投票をする前に、本町の町民課
または転出先の市役所・町役場で証明書の発行を
受け、投票所受付にて入場券とあわせて提示して
ください。

《注意事項》
 ◎投票所について

　投票は、期日前投票などを除き、すべて決めら
れた投票所で行われます。入場券に投票所名が記
載されていますので、投票前にご確認ください。

 ◎代理投票、点字投票
　体が不自由なため、自分で投票用紙に記入する
ことができない人は、係員に申し出てください。
係員が代筆します。また、目の不自由な人は、点
字で投票することができます。
　投票の秘密は厳守されますので、安心して申し
出てください。

　期日前投票
　投票日前であっても、投票日と同じ投票を行うこと
ができる制度です。
　投票日当日、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭があ
るなど、一定の事由に該当すると見込まれる人は、こ
の制度を利用して投票を行うことができます。
●期日前投票ができる場所、期間および時間

《平生町役場本庁》
　４月２日㈯～９日㈯　午前８時 30 分～午後８時

《佐賀出張所》（※大字佐賀、小郡、尾国、佐合島の人のみ）
　４月７日㈭～９日㈯　午前８時 30 分～午後５時
※配達条件などにより、お手元に入場券が届いてい

ない場合でも、この期間内であれば投票を行うこと
ができます。（当日受付に申し出てください。）

　不在者投票
●滞在地での不在者投票

　選挙期間中に出張などやむを得ない理由により町
外に滞在される人は、文書による申請を行えば、滞
在地の選挙管理委員会で投票を行うことができま
す。
　この場合、文書の往復に日数がかかりますので、
早めに選挙管理委員会にお問い合わせください。

●病院などによる不在者投票
　入院、入所されている人は、その病院、施設が不
在者投票のできる指定病院、施設であれば、病院長
などに申し出て不在者投票を行うことができます。

●郵便などによる不在者投票
　身体障害者手帳や戦傷病者手帳などの交付を受
け、選挙管理委員会の発行する証明書の交付を受け
ている人は、自宅で不在者投票を行うことができま
す。
　投票用紙などの請求期限は投票日４日前の４月６
日㈬までとなりますので、早めに選挙管理委員会に
お問い合わせください。

■問合せ先
　平生町選挙管理委員会（町役場総務課内）
　☎（５６）７１１１

平生町議会議員一般選挙について
　平成 23 年５月 31 日任期満了による平生町議
会議員一般選挙が、次の日程により実施されます。
●告 示 日　４月 19 日㈫
●投開票日　４月 24 日㈰
●立候補予定者説明会
　日時：３月 18 日㈮　午後１時 30 分〜
　場所：町役場第３庁舎３階会議室
※町議会議員選挙についての詳細は、広報４月号
　に掲載します。
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日
本
で
は
す
べ
て
の
人
が
何
ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
国
民
皆
保
険
制
度
）

　
国
民
健
康
保
険
は
、
そ
の
医
療
保
険
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
、
市
区
町

村
ご
と
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
万
一
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
医
療
費

な
ど
に
充
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
他
の
医

療
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入
し

て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
を
除
く
、
す
べ
て
の
人
が

加
入
し
ま
す
。

○
お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自

営
業
の
人

○
退
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
人

○
農
業
や
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

○
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

し
て
い
て
、
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
人

○
外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
１

年
以
上
日
本
に
滞
在
す
る
と
認

め
ら
れ
た
外
国
籍
の
人

　
職
場
の
健
康
保
険
と
国
民
健
康

保
険
の
間
で
切
り
替
え
が
あ
る
場

合
に
は
ご
自
身
に
よ
る
届
け
出
が

必
要
で
す
。
自
動
的
に
切
り
替
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し

た
と
き
（
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
）

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

た
と
き
（
退
職
し
た
と
き
）

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
（
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
な
い
場
合
）

○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

◆
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
資
格

喪
失
連
絡
票
や
離
職
票
、
退
職

証
明
書
な
ど
）

・
年
金
証
書
（
65
歳
未
満
で
年
金

受
給
者
の
人
）

・
同
じ
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
い
る
場
合

は
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

・
印
章

○
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る

と
き

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き

○
死
亡
し
た
と
き

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

と
な
っ
た
と
き
（
75
歳
に
な
っ

て
対
象
と
な
る
と
き
は
届
け
出

不
要
）

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
人

加
入
す
る
と
き
・
や
め

る
と
き
は
必
ず
届
出
が

必
要
で
す

◆
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
証
（
脱
退
す

る
人
全
員
分
）

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

・
印
章届

け
出
は
お
早
め
に

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
と
き

国
民
健
康
保
険
を

や
め
る
と
き

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合

は
、
前
の
健
康
保
険
が
終
了
し
た

時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
、
そ
の
間
の
保

険
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。（
遡
及
賦
課
）

　

脱
退
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

国
民
健
康
保
険
と
職
場
な
ど
の
健

康
保
険
の
両
方
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
と
な
り
、
保
険
税
（
料
）
が

二
重
に
請
求
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
後
に
国
民
健
康
保
険
の
保
険

証
を
使
用
す
る
と
、
そ
の
と
き
に

国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医
療

費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
健
康
保
険
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
14
日
以
内
に
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
町
民
課 

保
険
年
金
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
３

後
期
高
齢
者

医
療
制
度

４
月
か
ら
の
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

原
則
と
し
て
介
護
保
険
料
が
引

き
去
り
さ
れ
て
い
る
年
金
か
ら

の
天
引
き
に
よ
り
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
次
の
①
②
に
該
当
す
る
人
は
、

４
月
に
受
給
さ
れ
る
年
金
か
ら

保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

①
本
年
２
月
に
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
た
人

②
昨
年
10
月
１
日
ま
で
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
と
な
り
、
受
給
す
る
公
的

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の

人
（
介
護
保
険
料
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額

が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
と
き
）

※
①
②
に
該
当
し
て
い
て
も
、

「
所
得
の
変
更
」「
年
金
の
受

給
額
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

年
金
天
引
き
と
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
納
付
書
や
口
座
振
替
で
の
支

払
い
の
人
に
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
町
民
課 

保
険
年
金
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
３
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今
回
は
、
自
分
の
心
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
（
心
の
有
り

様
）
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で

き
る
「
も
う
一
つ
の
目
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
た
ち
の
目
は
、
周
り
の

風
景
だ
け
で
な
く
、
他
人
の

こ
と
で
あ
れ
ば
、
良
い
と
こ

ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
よ
く
見

え
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
こ
と
と

な
る
と
、
な
か
な
か
そ
う
は

い
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
姿
・

形
は
鏡
を
と
お
し
て
見
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
心
は
自

分
の
目
で
直
接
見
る
こ
と
は

不
可
能
だ
か
ら
で
す
。

日
常
の
生
活
で
は
、
人
は

相
手
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た

り
、
自
分
で
は
意
識
し
な
い

う
ち
に
悲
し
い
思
い
を
さ
せ

た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
、
そ
の
時
そ
の
時
の
自
分

の
心
の
有
り
様
に
よ
っ
て
、

相
手
を
大
切
に
し
た
り
傷
つ

け
た
り
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
自
分

の
心
の
有
り
様
を
も
し
自
分

の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
少
な
く
と
も
相
手
の
人

権
を
損
な
う
よ
う
な
こ
と
ば

や
行
動
は
ず
い
ぶ
ん
と
少
な

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
直
接
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
自
分
の
心
の
有
り

様
を
知
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
今
の
自
分
が
関

わ
っ
て
い
る
相
手
に
、
自
分

の
姿
が
ど
の
よ
う
に
映
っ
て

い
る
か
を
感
じ
取
る
こ
と
、

そ
し
て
、
自
分
を
内
省
す
る

心
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

内
省
す
る
心
と
は
、
自
分

を
振
り
返
っ
て
み
て
常
に
心

の
う
ち
に
「
温
か
い
ま
な
ざ

し
で
接
し
て
い
る
か
。」「
に

こ
や
か
な
表
情
で
応
対
し
て

い
る
か
。」「
優
し
い
こ
と
ば

を
か
け
て
い
る
か
。」「
い
つ

も
相
手
の
立
場
を
考
え
て
い

る
か
。」
な
ど
と
い
う
思
い

を
持
ち
合
わ
せ
、
自
分
の
心

と
対
話
す
る
こ
と
か
ら
生
ま

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
こ
と
が
、
心
を
見

つ
め
る
「
も
う
一
つ
の
目
」

と
い
え
る
と
考
え
ま
す
。

孔
子
の
こ
と
ば
に
「
わ
れ

日
に
三
た
び
わ
が
身
を
省
み

る
」と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
日
に
三
度
自
分
の
言
動
を

反
省
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
私
た
ち
も
、
三
度
の
み

な
ら
ず
、
幾
度
も
自
分
の
心

を
省
み
な
が
ら
、
自
他
の
権

利
を
尊
重
し
、
心
豊
か
な
生

活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）

No.3

 

 

　

野
菜
の
栽
培
を
通
じ
て
、
自
然
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
農
業
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
「
ひ
ら
お
農

業
体
験
農
園
」
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
こ
の
体
験
農
園
で
は
、利
用
者
（
団
体
）

に
、
１
区
画
の
農
地
を
１
年
間
貸
し
出

し
、
そ
の
中
で
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
12
品
目
程
度
の
課
題
作

物
を
栽
培
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
栽
培
教
室
」
で
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
今
ま
で
野
菜

づ
く
り
の
経
験
が
な
い
人
で
も
安
心
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
!?

︻
農
園
の
概
要
︼

・
農
園
の
場
所　
大
字
大
野
南
（
南
下
）

・
貸
付
区
画
数　
全
20
区
画
（
整
地
済
）

　

※
貸
付
は
原
則
１
人
ま
た
は
１
世
帯

　
　
（
グ
ル
ー
プ
）
に
つ
き
１
区
画

・
貸
付
面
積　
約
18
㎡
／
区
画

・
年
間
貸
付
料
（
予
定
）

　

４
８
０
０
円
（
１
区
画
）

　

※
別
途
教
材
費
（
苗
代
、
肥
料
代　

な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
利
用
期
間　

４
月
23
日
㈯
（
入
園
日
）

　
～
平
成
24
年
３
月
末

︻
栽
培
教
室
︼

　

月
１
回
程
度
開
催
し
ま
す
。（
主
に
第

３
土
曜
日
の
午
前
中
）

︻
収
穫
祭
︼

　

農
園
で
収
穫
し
た
野
菜
を
そ
の
場
で

調
理
し
、
穫
れ
た
て
野
菜
の
格
別
な
味

を
堪
能
で
き
ま
す
。

︻
申
込
要
件
︼

①
農
業
に
興
味
の
あ
る
人
で
町
内
お
よ

　
び
近
郊
に
お
住
ま
い
の
人

②
年
間
を
通
じ
て
自
分
の
区
画
を
管
理

　
で
き
る
人

︻
申
込
方
法
︼

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

町
役
場
経
済
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
町
役
場
経
済
課
（
土
・
日

曜
日
・
祝
日
は
町
役
場
町
民
課
窓
口
）

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

︻
申
込
期
限
︼　
３
月
25
日
㈮

※
申
込
み
が
20
区
画
に
な
り
次
第
締
め

　

切
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

　
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　

ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園
運
営
協
議
会

事
務
局
（
町
役
場
経
済
課
内
）

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

畑
を
耕
し
、
作
物
を
植
え
、
収
穫
を
楽
し
む
！

「
ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園
」

第４期生
大募集！



　
自
ら
を
船
に
例
え
て
、
ふ
る
さ

と
を
「
心
の
碇
泊
地
」
と
表
現
し

て
い
た
星
野
哲
郎
さ
ん
が
、
つ
い

に
故
郷
に
い
か
り
を
下
ろ
し
ま
し

た
。
享
年
85
歳
。
残
し
た
作
品
は

実
に
４
千
曲
以
上
。
数
々
の
ヒ
ッ

ト
曲
と
ス
タ
ー
歌
手
を
世
に
送
り

出
し
、
人
々
の
心
を
励
ま
し
、
癒

し
て
く
れ
た
日
本
を
代
表
す
る
作

詞
家
で
し
た
。

　

先
月
、
星
野
さ
ん
の
出
身
地
、

周
防
大
島
町
で
開
催
さ
れ
た
「
お

別
れ
会
」
に
、
私
も
参
列
し
、
そ

の
人
柄
と
功
績
を
偲
び
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
平
生
町
と

の
縁
も
深
く
、
あ
の
水
前
寺
清
子

さ
ん
が
歌
う
『
平
生
ヤ
ッ
チ
ャ
レ

音
頭
』
と
、
正
午
の
チ
ャ
イ
ム
で

流
し
て
い
る『
平
生
町
の
歌
』は
、

他
な
ら
ぬ
星
野
さ
ん
の
手
に
よ
る

も
の
で
す
。
創
作
し
て
も
ら
っ
て

て
20
年
、
今
で
は
す
っ
か
り
町
民

に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
“
縁
歌
”

と
な
り
ま
し
た
。

　
以
前
、
星
野
さ
ん
は
「
詞
の
命

は
出
だ
し
の
２
行
で
決
ま
る
ん
で

す
。」
と
話
さ
れ
、
そ
の
２
行
の

言
葉
を
紡
ぎ
出
す
た
め
に
四
苦
八

苦
す
る
様
子
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の

柔
和
で
優
し
か
っ
た
星
野
さ
ん
か

ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
、
作

詞
に
か
け
る
す
さ
ま
じ
い
情
熱
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
つ
は
、
と
に
か
く
故
郷
の
人

た
ち
に
認
め
て
も
ら
い
た
く
て
頑

張
っ
て
き
た
、
と
い
う
星
野
さ
ん

の
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
思
い
で

す
。
歌
詞
に
も
「
海
」
と
か
「
船
」

と
か
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す

が
、
心
の
中
に
は
い
つ
も
故
郷
の

情
景
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
二
つ
目
は
、
そ
の
波
瀾
万
丈
の

人
生
で
、
後
に
も
先
に
も
こ
れ
ほ

ど
の
挫
折
を
味
わ
っ
た
こ
と
は
な

い
、
と
い
う
青
春
時
代
を
経
験
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
憧
れ
た
船
員
を
め
ざ
し
、
商
船

学
校
か
ら
遠
洋
漁
船
の
乗
組
員
と

な
り
ま
す
が
、
腎
臓
結
核
と
い
う

大
病
を
患
い
闘
病
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
。
島
に
戻
っ
て
約
４

年
間
、
失
意
と
無
念
の
日
々
を
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
の
苦
悩
を
乗
り

越
え
た
者
な
ら
で
は
の
言
葉
が
、

自
著
『
妻
へ
の
詫
び
状
』
の
中
に

あ
り
ま
す
。『
前
を
向
い
て
歩
こ

う
と
す
る
か
ら
挫
折
が
あ
る
の

だ
。
挫
折
が
あ
る
か
ら
人
は
強
く

な
れ
る
。
挫
折
が
あ
る
か
ら
人
は

優
し
く
な
れ
る
。
転
ん
で
も
転
ん

で
も
立
ち
上
が
る
。
そ
れ
が
僕
の

人
生
の
応
援
歌
の
真
髄
に
あ
る
思

い
だ
』。
彼
の
作
品
を
貫
く
人
生

観
が
、
こ
こ
に
見
事
に
凝
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
『
平
生
ヤ
ッ
チ
ャ
レ
音
頭
』
と

『
平
生
町
の
歌
』
は
、
ま
さ
に
平

生
町
の
“
応
援
歌
”。
こ
れ
か
ら

も
私
た
ち
の
未
来
を
照
ら
し
続
け

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

　

平
生
町
の
応
援
歌　

No.108

　平成23年度固定資産税に係る縦
覧・閲覧を次のとおり行います。

固定資産税の縦覧・閲覧

平成23年度固定資産税の第１期の
納期は５月31日㈫です。納付書は、
５ 月 上 旬 に 送 付 す る 予 定 で す。

■問合せ先
　町役場税務課　☎（５６）７１１４

朝日夕日が大星山染めりゃ
　平生ひとつの色になる

価格等縦覧帳簿の縦覧
●縦覧期間
　４月１日〜５月31日
　（土・日曜日、祝日を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分
●縦覧場所　町役場税務課
●縦覧できる人
　固定資産税の納税者
●縦覧に必要なもの
　印章（代理人の場合は委任状）
●縦覧内容
　納税者が、自己の土地・家屋の価
格と、他の土地・家屋の価格を比較
することができます。
・土地価格等縦覧帳簿
　　所在地番、地目、地積、価格
・家屋価格等縦覧帳簿
　　所在地番、家屋番号、種類、
　　構造、床面積、価格

固定資産課税台帳の閲覧
●閲覧期間
　４月１日から年間を通じて
　（土・日曜日、祝日を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分
●閲覧場所
　町役場税務課
　佐賀出張所（ＦＡＸによる閲覧）
●閲覧できる人
　納税義務者、納税管理人、借地・
借家人など（使用または受益の対象
となる部分の固定資産に限る）
●閲覧に必要なもの
　・印章
　・委任状（代理人の場合）
　・契約書など権利関係を示す書類
　　（借地・借家人などの場合）
●閲覧内容
　課税台帳に登録されている内容
　（評価額、課税標準額、税額など）
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地場産野菜への関心深まる
　１月 27 日、「地場産給食の日」として平生小
学校の３年生が、地元の食育ボランティアのみ
なさんによる平生町の農業、旬の野菜などにつ
いての講演を聴き、野菜作りの大切さ、難しさ
を学びました。講演後は「畑はどれくらい減っ
たのですか」などの質問が次々と飛び出し、児
童たちの地元の野菜作りに対する関心の深まり
が感じられました。その後、児童たちは講師の
みなさんと一緒に地場産食材を使った給食を囲
み、味と会話を楽しみました。

統計功労表彰受賞
　２月９日、県庁で開催された第 58 回山口県
統計大会において、多年にわたり統計調査員と
して勤めた功績が評価され、町内から次の３人
が表彰を受けました。（敬称略）
◇山口県知事表彰
　水津ミチヨ（平生村）
◇山口県統計協会会長表彰
　河藤昭司（平生村）
　時弘喜美子（平生町）

農山漁村に豊かな暮らしを
　２月８日、「明るい農山漁村づくりのつどい」
が町武道館で開催され、柳井地域の農山漁村に
かかわる女性団体のみなさんが多数参加し、今
後の活動などについての発表が行われました。
　その後は、静岡県浜松市熊地区のＮＰＯ法人

「夢未来くんま」の副理事長：大平展子氏を講
師に迎え、女性たちが中心となった「村おこし」
の歩みについての講演が行われ、参加者は熱心
に耳を傾けていました。

ソフトバレーボール大会
　２月 20 日、町体育館でソフトバレーボール
大会が開催されました。参加チームは全 20 チー
ムで５ブロックに分かれて試合を行いました。
　試合の結果は次のとおりです。
Ａブロック　　１位　すっぴん
Ｂ１ブロック　１位　光輝Ｂ
Ｂ２ブロック　１位　ＭＯＧＳ
Ｃ１ブロック　１位　ナイス・ミドル
Ｃ２ブロック　１位　マーガレットクラブ

▽

２
月
17
日
、
受
賞
報
告
の
た

　
め
来
庁
さ
れ
た
水
津
さ
ん（
前

　
列
左
）と
河
藤
さ
ん（
前
列
右
）
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

叙　勲
　元平生町議会議員で昨年 12 月に逝
去された髙佐原進さん（宇佐木）に、
生前の功績から旭日単光章が贈られ
ました。
　髙佐原さんは、昭和 58 年６月から
連続５期 20 年の永きにわたり平生町
議会議員として在職されました。ま
た、平成３年６月からの４年間は副
議長を務められ、町議会の円滑な運
営と町勢の発展に貢献されました。

防火の願いを込めて
　春季全国火災予防週間の一環とし
て、町内の各保育園・幼稚園の幼年
消防クラブが２月 22 日から３月８日
にかけて防火意識の啓発を呼びかけ
る防火杭を設置しました。
　柳井地区広域消防組合の消防士と
園児たちが力を合わせて立てた『そ
の油断 緑の森を 火の海に』と書かれ
杭には、園児たちの防火への願いが
込められています。

 歴史と伝統 

▽

２
月
22
日
、
つ
ば
さ
保
育
園

　
（
風
力
発
電
所
４
号
機
付
近
）

▽
２
月
25
日
、
平
生
保
育
園

　
（
平
生
保
育
園
駐
車
場
）

般若寺火祭り
　２月 15 日、神峰山般若
寺で柴燈護摩火祭りが行わ
れ、県内外から集まった多
くの参拝者が火渡りの行を
行いました。

管 粥
　２月 23 日、木

こ む ら
村の地蔵

尊（曽根）で、竹と米粒か
ら１年の作物の豊凶や天候
を占う管

くだがゆ
粥が行われまし

た。占いによると、今年は
米が豊作のようです。

△ひらおの味伝承会 かき餅づくり体験
　（２月 19 日／ひらおハートピアセンター）
▽親子で楽しくクッキング
　（２月６日／大野公民館）

△勤労青少年ホーム料理教室
　（２月 10 日／保健センター）

▽親子料理教室
　（２月 19 日／曽根公民館）

料理教室のひとこま
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

　

か
ら
だ
の
変
調
は
、｢

頭
や
肩
が
痛

い
」「
腰
や
膝
が
痛
く
、
そ
の
痛
み
が
続

い
て
い
る｣｢

か
ゆ
み
が
あ
る｣｢

ケ
ガ

を
し
て
出
血
し
た
」｢

腫
れ
て
い
る｣

な
ど
、
症
状
が
出
て
き
た
と
き
に
目
で

見
る
こ
と
が
で
き
た
り
“
何
か
い
つ
も

と
調
子
が
違
う
な
”
と
、
比
較
的
早
く

気
付
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
ろ
の
変
調
は
自
分
で

も
な
か
な
か
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。“
以
前
に
も
同
じ

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
心
配
し
な

く
て
も
大
丈
夫
”
と
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
で
は
気
付
い
て
い
な
く
て
も
、
周

り
の
人
が
先
に
気
付
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

不
安
な
気
分
や
悩
ん
で
い
る
こ
と

No.597

　菜の花はカロテン、ビタミンＣ、カルシウム、
鉄、食物繊維など栄養価の高い食材です。旬の時
期に独特なほろ苦さを楽しみましょう。ごま油の
風味と相まって塩分控えめでもおいしくいただけ
ます。

《材　料》　４人分

《作り方》

菜の花と赤ピーマンの和え物

① 菜の花はゆでて水にとり、４cm 長さに切る。
② 赤ピーマンはせん切りにし、さっとゆでる。
③ 長ねぎはみじん切りにしてＡと合わせる。
④ ①と②を③で和える。

菜 の 花　　　200g
赤ピーマン　　40g
長 ね ぎ　　　　20g

　　しょうゆ　 小さじ２
Ａ　だし汁　大さじ１,1/3
    ごま油　 　小さじ１

は
、
言
葉
に

出
し
て
誰
か

に
話
し
て
み

る
こ
と
で
、

少
し
で
も
気

持
ち
が
軽
く

な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
辛
い
と
き
は
、
自

分
ひ
と
り
が
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
と

ま
で
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
受

け
る
た
め
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
各
種
関
係
機
関
で
は
相
談
窓
口
な
ど

を
設
置
し
て
い
ま
す
。（
左
上
表
参
照
）

　

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不

安
が
あ
る
。

●
家
庭
、
学
校
、
職
場
で
の
人
間
関

係
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

●
飲
酒
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

●
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
精
神
疾
患
の
診
察

を
受
け
た
い
。

●
退
院
後
の
家
族
の
受
け
入
れ
や
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
を
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。

●
認
知
症
に
関
す
る
相
談
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.186
　
私
た
ち『
グ
ル
ー
プ
知
恵
の
輪
』

は
、
現
在
会
員
が
13
人
で
、
大
正

生
ま
れ
か
ら
昭
和
23
年
生
ま
れ
ま

で
の
幅
広
い
年
代
層
に
な
っ
て
お

り
、
様
々
な
達
人
？
が
い
ま
す
。

　
物
の
豊
富
な
現
在
、
知
恵
を
出

す
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
知

恵
は
糸
口
さ
え
わ
か
れ
ば
次
々
出

て
く
る
も
の
で
、
し
か
も
タ
ダ
で

す
。

　
グ
ル
ー
プ
結
成
後
、
ま
ず
は
身

の
回
り
の
捨
て
難
い
和
洋
服
を
何

と
か
生
か
そ
う
と
、
町
内
在
住
の

方
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
古

い
浴
衣
か
ら
草
履
を
作
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
ゆ
が
ん

だ
り
左
右
の
大
き
さ
が
違
っ
た
り

で
、
皆
で
大
笑
い
し
な
が
ら
作
っ

て
い
ま
し
た
が
、
２
足
、
３
足
と

作
り
続
け
る
う
ち
に
草
履
ら
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
次
に
宇
佐
木
ふ
れ
あ
い
祭
り
や

平
生
町
の
総
合
文
化
展
に
出
品
す

る
た
め
に
「
布
絵
」
に
初
挑
戦
し

ま
し
た
。
身
近
な
草
花
の
ス
ケ
ッ

チ
を
も
と
に
色
紙
大
の
キ
ャ
ン
バ

ス
地
に
刺
繍
糸
を
使
っ
て
ア
ッ
プ

リ
ケ
を
各
自
２
点
ず
つ
作
り
ま
し

た
。
試
行
錯
誤
の
甲
斐
あ
っ
て
、

処
女
作
に
し
て
は
上
々
の
出
来
で

し
た
。

　
「
布
絵
」
を
２
年
間
取
り
組
ん

だ
後
、
針
も
糸
も
使
わ
な
い
で
た

だ
貼
る
だ
け
の
「
つ
ま
み
画
」
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
今
で
は
作

品
展
も
本
も
見
か
け
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
幸
い
40
年
あ
ま
り
前
に

制
作
さ
れ
た
作
品
３
点
と
、
以
前

購
入
し
て
い
た
本
を
参
考
に
作
り

始
め
ま
し
た
。「
つ
ま
み
画
」
は

か
ん
ざ
し
の
技
法
で
、
着
物
の

胴
裏
な
ど
の
薄
絹
を
用
途
に
合
わ

せ
て
染
色
し
、
正
方
形
に
切
っ
て

折
っ
て
貼
る
だ
け
…
と
簡
単
な
よ

う
で
す
が
、薄
絹
は
扱
い
に
く
く
、

目
打
ち
と
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
う
細

か
い
指
先
の
作
業
で
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に

な
ら
ず
大
変

で
し
た
が
、

み
ん
な
苦
心

し
な
が
ら
頑

張
っ
て
す
ば

ら
し
い
作
品

が
で
き
、
大

喜
び
し
ま
し

た
。

　
『
布
絵
２
年
、
つ
ま
み
画
で
３

年
』。
町
内
だ
け
で
は
な
く
、
柳

井
市
の
南
町
郵
便
局
に
毎
年
展
示

し
て
い
ま
す
。
古
い
日
本
伝
統
工

芸
の
「
つ
ま
み
画
」
は
、
上
品
で

珍
し
く
、
ご
覧
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
か
ら
「
ど
こ
で
習
え
る
の
？
」

「
作
品
を
分
け
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
い
っ
た
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
勇
気
づ
け
ら
れ
、
こ

の
ま
ま
も
う
少
し
続
け
て
い
く
予

定
で
す
。

　
作
品
づ
く
り
を
頑
張
っ
た
ご
褒

美
に
、
み
ん
な
で
料
理
を
作
っ
て

楽
し
い
食
事
会
を
し
た
り
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
の
ご
指
導
で

体
操
を
し
た
り
し
て
、
脳
も
体
も

（
お
口
も
？
）
充
電
し
て
、
次
の

作
品
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
笑
い
の
絶
え
な
い
グ
ル
ー
プ

活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
平
生
町
中
央
公
民
館

　
☎
（
５
６
）
５
３
２
０

３月…21日（月・春分の日）、22日（火・振替休日）、28日㈪、31日（木・月末整理日）
４月…４日㈪、11日㈪

《一般書》

《児童書》

苦役列車（第144回芥川賞受賞作）
西村 賢太 著

きことわ（第144回芥川賞受賞作）
朝吹 真理子 著

風景
瀬戸内寂聴 著

空白の五マイル
角幡　唯介  著

はなかっぱ アゲルちゃんげんきにな～れ
あきやま ただし 著

みてよぴかぴかランドセル
西巻 茅子 絵

りんごがコロコロコロリンコ
三浦 太郎 作

めいたんていポアロン
三田村 信行 作

家元探偵マスノくん
笹生 陽子 著

「気だてのいいひと」宣言！
香山 リカ 著

　図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

『 戦国を終わらせた女たち 』

童門冬二 著（日本放送出版協会）
　母・お市と浅井３姉妹が信長・
秀吉 ･家康に求めたものは、すべ
ての戦国女性の悲願である「平和
の実現」だった。
　尾張地方に古
来伝わるという
平和の象徴「あ
ゆちの風」は、
果たして安寧を
もたらすのだろ
うか…。

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分

「
知
恵
と
知
恵 

つ
な
い
で
楽
し
い
知
恵
の
輪
に
」

グ
ル
ー
プ
知
恵
の
輪

（
宇
佐
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
活
動
団
体
）

図書館
だより



《 保護者の方へ 》
◆お子さんと一緒に通学路を歩いてみましょう！

　子どもの目線で危険な場所を見つけ、その場で具体的に
どうすれば安全なのかを繰り返し教えましょう。

◆家庭の中から交通安全！
　大人が交通ルールやマナーをしっかり守り、子どもたち
にお手本を示すことが大切です。

◆交通ルールとマナーを教えておきましょう！
　「横断歩道を利用する」「左右の安全をしっかり確認する」
など、交通安全の基本を日頃から繰り返し教えましょう。

《 ドライバーのみなさんへ 》
◆黄色いランドセルカバーの新入児童に優しい運転を！

　新年度が始まると、新入児童が通学し
ています。子どもを見かけたら予想外な
行動に備え、速度を落とし、動きに十分
注意して運転をしましょう。

◆安全な速度で運転する習慣を！
　常に控えめな速度で運転する習慣を身につけましょう。

新入学時期の交通安全

（平成22年「交通安全年間スローガン」）

平成23年３月号　広報ひらお 12

　昨日、自宅に業者が来て「いらない貴金属があれば買い取る」
としつこく勧誘されたので、指輪を業者の言い値で安く売って
しまいました。クーリング・オフをして指輪を返してほしいの
ですが、可能でしょうか。

　この場合、クーリング・オフの適用は難しいと思われます。

　電話勧誘や、自宅に業者が訪問し、貴金属を使ったアクセサリー
などの買取りサービスに関する相談が増えてきています。
　訪問販売は、特定商取引法の規制を受けクーリング・オフなどが
適用されますが、買取りの場合は訪問販売に該当しないと考えられ
るため、クーリング・オフの適用は困難です。
　いったん業者に物品を引き渡すと、後で返品を申し出ても相手が
同意しなければ返品してもらうことはできないため、取り戻すこと
は非常に難しいです。
　勧誘を受けても安易に応じず、必要のないときはきっぱりと断る
こと、来訪した業者に買取りを依頼する場合でも一人では対応しな
いようにすること、相手がどのような業者なのかよく確認すること
などが大切です。

◆◇ワンポイント◇◆

買取りサービスに注意！

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 ちょっと待て !!　たった一杯　危険はいっぱい
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〔ミュージックチャイムの曲名〕
　６：00　早春賦　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕
●発達クリニック《要予約（１週間前まで）》
　４月14日㈭ 　13：00〜16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　３月25日㈮ 10：00〜15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　４月19日㈫ 13：00〜14：00

休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

まちの人口
１月31日現在の住民
基本台帳記載人口。

（　）内は前月対比。

世帯数 5,538 世帯（ － 2 ）
人　口 13,056 人 （ － 26 ）
うち男 6,192 人 （ － 23 ）

女 6,864 人 （ － 3 ）

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（１月）資料：柳井地区広域消防組合 （１月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 1 0 1 361 管　内 24 153 0 28
平生町内 0 0 0 46 平生町内 0 26 0 0

　

平
生
町
で
は
、
町
外
に
お
住
ま
い
の
人
を
対

象
と
し
た
次
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
ご
親
戚
、
お

知
り
合
い
の
人
に
こ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町外にお住まいの人にご紹介ください

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：３月19日㈯　午前10時〜12時
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

受付時間
毎日 午後７時〜11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）
内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

「
平
生
フ
ァ
ン
倶
楽
部
」

　
平
生
フ
ァ
ン
倶
楽
部
は
、
町
外
に
お
住
ま
い
の

人
に
平
生
町
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
応
援

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
会
で
す
。

　
町
で
は
「
平
生
フ
ァ
ン
倶
楽
部
会
員
」
と
し
て
、

町
外
に
お
住
ま
い
の
人
の
入
会
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

【
会
員
特
典
】　
広
報
「
ひ
ら
お
」
や
平
生
町
の
各

　
種
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
年
会
費
】　

１
２
０
０
円（
途
中
入
会
の
場
合
は
、

１
０
０
円
×
加
入
月
数
）

「
ふ
る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
金
」

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、居
住
地
以
外
の
都
道
府
県
・

市
区
町
村
へ
寄
附
す
る
こ
と
で
、
住
民
税
な
ど
か

ら
一
定
の
金
額
が
控
除
で
き
る
制
度
で
す
。

　

町
で
は
「
ふ
る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
金
」
と
し

て
、
町
外
に
お
住
ま
い
の
人
か
ら
の
寄
附
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
各
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
町
役
場
総
合
政
策
課

　
　
　
　
　
　
☎
（
５
６
）
７
１
２
０
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

に
備
え
付
け
の
受
講
申
込
書
を
４
月

19
日
㈫
ま
で
に
提
出

◇
そ
の
他　

柳
井
市
に
お
い
て
は
乙

種
第
４
類
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
す

■
問
合
せ
先

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合　

消
防

本
部
予
防
課

　
☎
（
２
３
）
７
７
７
４

県
立
山
口
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

●
募
集
定
員

・
普
通
科　
３
６
０
名

・
衛
生
看
護
科　

40
名
（
連
携
施
設

在
学
者
な
ど
に
限
る
）

・
科
目
履
修
生　
制
限
な
し

●
願
書
受
付
期
間
、
時
間

　
３
月
24
日
㈭
〜
４
月
４
日
㈪
（
土・

日
曜
日
、
４
月
１
日
㈮
を
除
く
）、
午

後
１
時
〜
２
時

●
検
査　

出
願
手
続
き
の
た
め
に
登

校
し
た
日
に
実
施
（
面
接
・
作
文
）

■
問
合
せ
先

　
県
立
山
口
高
等
学
校
（
通
信
制
）

　
☎
０
８
３
（
９
２
２
）
８
５
１
９

「
く
ら
し
の
安
心
推
進
員
」

「
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
」
募
集

●
活
動
内
容

①
山
口
県
く
ら
し
の
安
心
推
進
員

　

消
費
生
活
に
対
す
る
意
見
や
情
報

提
供
、
各
種
調
査
な
ど

②
山
口
県
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー

　

食
品
表
示
や
食
品
衛
生
に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

●
応
募
資
格

　
県
内
に
住
む
18
歳
以
上
の
人

※
卒
業
に
は
平
成
24
年
３
月
卒
業
見

込
み
、
お
よ
び
卒
業
と
同
等
の
資
格

を
有
す
る
人
を
含
む
。

●
受
付
期
間

　
①
⑥
４
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮

　
②
③
⑤
４
月
１
日
㈮
～
14
日
㈭

　
④
４
月
11
日
㈪
～
20
日
㈬

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
、
ま
た
は
各
地
方
事
務
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　
人
事
院
中
国
事
務
局

　
☎
０
８
２
（
２
２
８
）
１
１
８
３

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/link/

index.htm平
成
23
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
危
険
物
取
扱
者
試
験（
甲
種
・
乙
種
・

丙
種
）

●
日
時　
６
月
12
日
㈰

●
場
所　
県
内
各
市

●
受
験
資
格　

甲
種
以
外
は
誰
で
も

受
験
で
き
ま
す
。

●
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請 
４
月
８
日
㈮
〜
19
日
㈫

・
電
子
申
請 
４
月
５
日
㈫
〜
16
日
㈯

　
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

http://www.shoubo-shiken.or.jp

◇
準
備
講
習
会
（
対
象
：
乙
種
第
４

類
受
験
者
）

・
日
時　
５
月
19
日
㈭
、
20
日
㈮

・
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

・
定
員　
40
名

・
受
講
料　

危
険
物
安
全
協
会
会
員

５
５
０
０
円
、
非
会
員
８
５
０
０
円

・
申
込
方
法　

最
寄
り
の
消
防
機
関

平
生
町
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

相
談
員
募
集

●
募
集
人
員　
１
名

●
勤
務
開
始
日　
４
月
１
日
㈮

●
応
募
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人　

①
町
内
在
住
者
で
健
康

な
人
②
普
通
自
動
車
免
許
を
所
持
し

て
い
る
人

●
勤
務
内
容　

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、

青
少
年
健
全
育
成
に
係
る
業
務
な
ど

●
勤
務
形
態　

勤
務
日
：
週
３
日

（
月
・
水
・
金
曜
日
）、
時
間
：
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

●
報
酬　
月
額
９
１
０
０
０
円

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
、
面
接

●
申
込
期
限　
３
月
25
日
㈮
（
必
着
）

■
問
合
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

自
衛
官
募
集

◎
予
備
自
衛
官
補

●
受
験
資
格
（
日
本
国
籍
を
有
す
る

人
）

①
一
般
公
募　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

②
技
能
公
募　
18
歳
以
上
で
、
保
有

す
る
資
格
に
応
じ
て
53
〜
55
歳
未
満

（
資
格
の
内
容
：
衛
生
、語
学
、整
備
、

情
報
処
理
、
通
信
、
電
気
、
建
設
な

ど
の
技
能
を
有
す
る
人
）

●
受
付
期
限　
４
月
６
日
㈬

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

防
衛
省
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本

部　
柳
井
地
域
事
務
所

　
☎
（
２
２
）
８
１
９
９

国
家
公
務
員
採
用
試
験

●
募
集
職
種

【
大
学
卒
業
程
度
】

①
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
②
国
税
専
門
官

③
労
働
基
準
監
督
官
④
国
家
公
務
員

Ⅱ
種
⑤
法
務
教
官

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

⑥
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

●
受
験
資
格

　

①
昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平
成
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
ま
た
は
平
成

２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
卒

②
③
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
ま
た
は
平
成

２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
卒

④
⑤
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
ま
た
は
平
成

２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
、
短
大
ま
た
は
高
専
卒
⑥
昭
和
62

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
高
卒
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＜ 以下は広告欄です ＞

●
任
期　

委
嘱
し
た
日
〜
平
成
24
年

３
月
31
日

●
謝
礼　
年
額
１
万
円
以
内

●
募
集
人
員（
県
内
）
　
①
39
人
②
40
人

●
応
募
方
法　

応
募
申
込
用
紙
を
町

役
場
経
済
課
に
提
出
（
郵
送
可
）

●
応
募
期
限　
４
月
11
日
㈪
（
必
着
）

■
問
合
せ
先

　
①
山
口
県
県
民
生
活
課

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
６
０
８

　
②
山
口
県
生
活
衛
生
課

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
９
７
４

協
会
け
ん
ぽ
山
口
支
部
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

本
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か

ら
協
会
け
ん
ぽ
山
口
支
部
の
健
康
保

険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。
昨
年
春
に
、

被
保
険
者
の
賃
金
低
下
や
加
入
者
数

の
減
少
に
伴
う
保
険
料
収
入
の
減
や

医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
大
幅
な
引

き
上
げ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
後
も
財
政
状
況
は
依
然
と
厳
し

く
、
本
年
も
引
き
上
げ
が
避
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
加
入
者
の
皆
様

の
医
療
と
健
康
を
支
え
る
た
め
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。（
対
象
の
方
は
、
健
康

保
険
証
に
「
全
国
健
康
保
険
協
会
山

口
支
部
」
と
記
載
の
あ
る
方
で
す
。）

【
変
更
前
】

　
健
康
保
険
料
率　
９
・
37
％

　
介
護
保
険
料
率　
１
・
50
％

【
変
更
後
】

　
健
康
保
険
料
率　
９
・
54
％

　
介
護
保
険
料
率　
１
・
51
％

※
月
収
28
万
円
の
場
合
、
加
入
者
負

担
で
月
２
５
２
円
増
（
介
護
非
該
当

者
は
２
３
８
円
増
）　　

■
問
合
せ
先

　
全
国
健
康
保
険
協
会
山
口
支
部

　
☎
０
８
３
（
９
７
４
）
０
５
３
１

安
全
衛
生
講
習
会

◇
玉
掛
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

・学
科　
４
月
６
日
㈬
、
７
日
㈭
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）

・
実
技　

４
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮
の

内
１
日
（
Ｋ
Ｙ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
玉

鶴
工
場
）

●
申
込
期
限　
３
月
22
日
㈫

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

・
学
科　

４
月
12
日
㈫
（
ホ
テ
ル
松

原
屋
）

・
実
技　

４
月
13
日
㈬
～
27
日
㈬
の

内
３
日
間
（
Ｋ
Ｙ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

玉
鶴
工
場
）

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

●
日
程
（
場
所
）

・学
科　
４
月
26
日
㈫
、
27
日
㈬
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）

●
申
込
期
限　
４
月
13
日
㈬

■
問
合
せ
先

　
㈳
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

岩
国
短
期
大
学

生
涯
学
習
公
開
講
座

●
講
座
内
容
／
開
講
日
／
開
講
曜

日
／
時
間
／
講
師
／
募
集
定
員

①
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
／
５
月
10
日
／

火
曜
日
／
午
後
６
時
30
分
～
８
時
／

小
枝
加
代
子
／
20
名

②
幼
児
教
育
者
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
実

践
講
座
／
５
月
11
日
／
水
曜
日
／
午

後
６
時
～
７
時
30
分
／
永
井
祐
子
／

15
名

③
初
心
者
の
水
彩
画
／
５
月
12
日
／

木
曜
日
／
午
後
６
時
30
分
～
８
時
／

堀 

研
心
／
15
名

●
受
講
資
格　
原
則
20
歳
以
上
の
人

●
会
場　
岩
国
短
期
大
学

●
受
講
料

　

１
講
座
（
全
10
回
）
７
０
０
０
円

　
※
材
料
・
資
料
代
な
ど
別
途
徴
収

●
申
込
期
間　

３
月
11
日
㈮
～
25
日

㈮
午
後
５
時
必
着

■
問
合
せ
先

　
岩
国
短
期
大
学
総
務
課

　
☎
０
８
２
７
（
３
１
）
８
１
４
１

「
表
示
登
記
の
日
」無
料
相
談

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
土
地
建
物
の
登
記
に
関
す
る
無

料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
１
日
㈮　

午
前
９
時

〜
午
後
３
時

●
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

●
相
談
内
容　
土
地
（
分
筆
・
合
筆
・

地
目
変
更
・
土
地
の
面
積
等
の
更
正
・

土
地
の
境
界
に
つ
い
て
）／
建
物（
新

築
・
増
築
・
取
り
こ
わ
し
・
分
割
・

区
分
な
ど
）

●
相
談
員

　
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

■
問
合
せ
先

　
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
☎
０
８
３
（
９
２
２
）
５
９
７
５

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時　

４
月
２
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

　

多
重
債
務
問
題
で
お
困
り
の
人

に
、
債
務
整
理
手
続
や
司
法
書
士
事

務
所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向

け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■
主
催
・
問
合
せ
先

　
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
相
談
会
担
当

　
☎
０
８
３
（
２
３
４
）
１
３
７
４

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

相
　
　
談

●頼んでいないことに対する請求
や、覚えのない請求は、はっき
りと断りましょう！

●一人で判断せず、ご家族やデジ
サポなどに相談しましょう！

●絶対に部屋に上がらせない！
●「不審者」と思ったら、１１０番！

地デジに関するお問い合わせは
デジサポ山口　☎０８３（９６３）４４００

地デジ悪質商法にご注意！



16 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）(水)

17
(木)

18 朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(金)

19
体育館開放日 ( 午前中）
第 13 回平生中央児童館まつり (8:30)
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )

(土)

20
(日)

21
(月)

春分の日
第 24 回田名公民館まつり (9:30 ／田名公民館 )

22
(火)

23
(水)

24
(木)

25 離乳食学級 (9:30 ／保健センター )
(金)

26 体育館開放日 ( 午前中）
(土)

27
(日)

28 保健センター開放日 (9:30)
(月)

29
(火)

30
(水)

31
(木)

平
生
小
学
校
３
年　

山
方
奈
々

平
生
中
学
校
３
年 

古
川
恵
美
里

「
あ
た
た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

あ
い
さ
つ
で

　 

広
が
る
笑
顔

　
　
　
地
域
の
き
ず
な

※
学
校
名・学
年
は
受
賞
時（
平
成
22
年
度
）の
も
の
で
す
。
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《３月16日〜４月15日》

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

1 ひらお読書会 (13:30 ／平生図書館 )
(金)

2 体育館開放日 ( 午前中）
(土)

3
(日)

4
(月)

5 育児学級〈大野・曽根・佐賀地区〉(10:00 ／保健センター )
(火)

6 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
(水)

7
(木)

8
(金)

9 体育館開放日 ( 午前中）
(土)

10
(日)

11 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
(月)

12 あすなろ会〈介護者家族の会〉(13:00 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)
(火)

13 おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

14
(木)

15
(金)

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

３　　月 ４　　月


